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１ はじめに 

 

近年普及している、水稲の乾田直播栽培では、入

水前に使用できる除草剤が限られているため、同一

剤の連用等により特定の難防除雑草種が多発する

事例がみられる。オオクサキビ（イネ科キビ属）も

その一つで、水稲乾田直播の連作や大豆作と組み合

わせた輪作体系の中で多発する事例が多い。その防

除対策としては、シハロホップブチル乳剤やシハロ

ホップブチル・ベンタゾン液剤の効果が高いことが

知られている１）。しかし、これらの剤のみでの完全

防除は難しく、入水後の湛水処理剤にも有効なもの

は見当たらないため、入水前に確実に防除できる除

草体系が求められている。そこで、水稲乾田直播栽

培の播種直後に利用できる土壌処理剤と、入水前の

茎葉処理剤との組み合わせによる体系処理につい

て、オオクサキビに対する有効性を検討した。 

 

２ 試験方法 

 

宮城県古川農業試験場（宮城県大崎市）内にて水

稲「ひとめぼれ」を用い、2018 年 4 月 21 日と 2019

年 4 月 22 日に、アップカットロータリーと目皿式

播種機による耕耘同時播種を行った。播種直後の土

壌処理剤 2 種とノビエ 3～5 葉期（オオクサキビ 2～

4 葉期）に茎葉処理剤 3 種を組み合わせた体系処理

および各単用処理を行った。試験ほ場は前年も水稲

乾田直播栽培を行いオオクサキビが発生した圃場

であり、この畦畔際に 6 ㎡/区の試験区を 2 反復で

設置した。各除草剤の散布処理は、炭酸ガスによる

加圧式の 4連ノズル付噴霧器を用いて均一に行った。

播種後 42～58 日に残ったノビエ・オオクサキビ・

広葉雑草を各区内より任意に 0.5㎡相当抜取り乾物

重を測定し、草種毎に除草剤無処理区の乾物重に対

する比率を求め除草効果を評価した。 

 

３ 試験結果及び考察 

 

除草剤無処理区のオオクサキビ残草量は、2018 年

92～117 本/㎡、2019 年 391 本/㎡であった（表１）。  

2018 年の試験では、シハロホップブチル・ベンタ

ゾン液剤やビスピリバックナトリウム塩液剤のノ

ビエ 5 葉期単用処理よりも、水稲播種直後の各土壌

処理剤とビスピリバックナトリウム塩液剤の体系

処理においてオオクサキビに対する防除効果は高

かった（図１）。土壌処理剤は、ブタクロール乳剤が

プロメトリン・ベンチオカーブ乳剤を用いた場合よ

りも効果が高く、ブタクロール乳剤の処理薬量が多

いほどより効果が高かった。また、ブタクロール乳

剤とビスピリバックナトリウム塩液剤の体系処理

では、ノビエと広葉雑草に対する効果も高かった。 

2019 年に水稲乾田直播栽培での農薬登録を再取

得したプロパニル乳剤の使用時期の晩限はノビエ 3

葉期であるが、この時期の単用処理であっても、オ

オクサキビおよびノビエに対する効果は、プロメト

リン・ベンチオカーブ乳剤とビスピリバックナトリ

ウム塩液剤との体系処理よりも高く、その効果はプ

ロパニル乳剤の処理薬量が多いほど高かった（図 2）。 

2019 年の試験では、プロパニル乳剤を体系の後処

理剤として使用した場合、いずれの土壌処理剤およ

び処理薬量でもオオクサキビの完全防除に至った

（図 3）。また、プロパニル乳剤のノビエ 3 葉期の単

用処理はノビエ 5 葉期のシハロホップブチル・ベン

タゾン液剤やビスピリバックナトリウム塩液剤の

単用処理よりも効果が高かった。 

なお、試験を行った 2 か年とも、播種直後の土壌

処理剤 2種については出芽抑制等のイネに対する薬

害症状は認められなかった。プロパニル乳剤につい

ては、散布直後に抽出中の葉身に軽微な黄化症状が

認められることがあったが、この症状は一過性のも

ので、その後の生育に影響を及ぼすことはなかった。 

以上から、播種直後のブタクロール乳剤の土壌散

布とプロパニル乳剤の茎葉散布を体系処理するこ

とで、ノビエ・広葉雑草と共に、オオクサキビに対

しても安定した高い防除効果が得られることが明

らかになった。この時の薬剤使用量については、ブ

タクロール乳剤は下限量で十分とみられるが、プロ

パニル乳剤は、単用処理の結果（図２）を踏まえる

と上限に近い方がより効果が安定し望ましいと考

えられた。 

 

４ まとめ 

 

水稲乾田直播栽培におけるオオクサキビの防除対

策として、播種直後のブタクロール乳剤の土壌散布

とノビエ 3 葉期・オオクサキビ 2 葉期のプロパニル

乳剤の茎葉散布を体系処理することが有効である。

このときの使用量は、ブタクロールは下限の

1000ml/10a、プロパニル乳剤は上限 1100ml/10a に

近いことが望ましい。この除草体系は、オオクサキ

ビのみならず、ノビエ・広葉雑草に対しても高い防

除効果が得られる。 
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図�１ 播種直後土壌処理剤の除草効果（2018年）  

注）「+」を付した数値は播種（4月21日）後の日数として除草剤の処理日を示す。 

（）内は 10a 当たりの薬剤使用量/水量、縦軸は草種別の無処理区残草量（表 1 参

照）に対する比を2反復の平均値として示す。調査日は播種後53日の6月15日。

広葉雑草の残草はノボロギクが中心。 

表１ 除草剤無処理区の残草量 

 

 

注）値は2反復の平均値を示す。広葉雑草は、2018年はシロザと
ノボロギク、2019年はタデ類とスカシタゴボウが中心。 

ノビエ オオクサキビ 広葉雑草

g乾物/㎡ 2.0 2.0 11.1

　本数 /㎡ 33 117 205

g乾物/㎡ 4.5 4.0 3.3

　本数 /㎡ 29 92 81

g乾物/㎡ 64.3 5.5 7.7

　本数 /㎡ 485 391 682

無処理区残草量

2018

2019

6月4日
(+42)

6月15日
(+53)

6月19日
(+58)

年次
調査日

（播種後日数）

図２ プロパニル乳剤単用の除草効果（2018年） 

注）表記は図１と同様。調査日は播種後42日の

6月4日。広葉雑草の残草はノボロギクが中

心。 
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図３ 土壌処理剤と茎葉処理剤による体系処理の除草効果（2019年） 

注）表記は図1と同様。播種は4月22日。調査日は播種後58日の6月19日。広葉雑草の残草は、タデ類（オ

オイヌタデ、イヌタデ、ヤナギタデ）やスカシタゴボウが中心。 
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